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、隔つる思ひのなきは
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なり。
親の体によるべき
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」
と難じければ、「問ふは礼なり
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。入大廟毎事問」といひければ、「問者礼也
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＊討論要旨
相田満氏は発表者の読みが『十訓抄』の魅力を引き出していることを認めつつ、不用意に原拠論に集約す
ることの危険性を指摘した。例えば『東観漢記』は当時日本には存在せず、 それを引いた『明文抄』にも異
同があるので、 もう一度『明文抄』自体の素性をあらう必要があると指摘した。また、現在中国で出版され
ている『東観漢記』の再編本が依拠したのも明時代の『永楽大典』であることから、結論は留保しながら
論述を進めた方が良くはないかと質問した。それに対して発表者は、確かに『十訓抄』が『東観漢記』を
直接参照した可能性は低いが、それを踏まえてなぜ作中にこのような記述があるのか、参照したテクストと
の中間的な部分を埋める作業は困難であるものの、興味深い点であると回答した。
